
目 次 

Ⅰ 設置の趣旨及び必要性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．２ 

Ⅱ 修士課程までの構想か、又は、博士課程の設置を目指した構想か・・・Ｐ．１２ 

Ⅲ 研究科、専攻等の名称及び学位の名称・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．１２ 

Ⅳ 教育課程の編成の考え方及び特色・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．１２ 

Ⅴ 教育方法、履修指導、研究指導方法及び修了要件・・・・・・・・・・Ｐ．１４ 

Ⅵ 特定の課題についての研究成果の審査を行う場合・・・・・・・・・・Ｐ．１８ 

Ⅶ 基礎となる学部との関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．１９ 

Ⅷ 「大学院設置基準」第２条の２項又は第１４条による教育方法の実施・Ｐ．２０ 

Ⅸ 入学者選抜の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．２１ 

Ⅹ 教員組織の編成の考え方及び特色・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．２３ 

ⅩⅠ 施設・設備等の整備計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．２４ 

ⅩⅡ 管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．２７ 

ⅩⅢ 自己点検・評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．２９ 

ⅩⅣ 情報の公表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．３１ 

ⅩⅤ 教育内容等の改善のための組織的な研修等・・・・・・・・・・・・Ｐ．３１ 

ⅩⅥ 転入学する学生への措置について・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.　３３ 

- 設置の趣旨 ― 1 -



 

Ⅰ 設置の趣旨及び必要性 

（１） 学校法人の沿革 

 学校法人兵庫医科大学（以下「本法人」という。）は、昭和４６年１１月に学校法人寄

附行為認可を受け、翌年４月に、「社会の福祉への奉仕」「人間への深い愛」「人間への幅

の広い科学的理解」を建学の精神として、医学部単一学部からなる兵庫医科大学を開学

し、昭和５３年４月には大学院医学研究科を設置した（西宮キャンパス）。 

平成９年１０月には、地域医療に貢献すべく兵庫医科大学篠山病院を開設し、その後、

平成１１年９月にささやま老人保健施設を開設した（篠山キャンパス）。 

平成１９年には、将来的な医療の在り方、これに対する医学部教育の実績を積み重ね

てきた本法人の役割・責任を踏まえ、「人間への深い愛と豊かな人間性を持ち、幅広い知

識と優れた技術を備え、社会とともに医療を担う医療専門職者を育成する。」との教育理

念に基づき、薬学部（医療薬学科）、看護学部（看護学科）及びリハビリテーション学部

（理学療法学科、作業療法学科）の３学部４学科を擁する兵庫医療大学を開学した。そ

の後、平成２３年４月に大学院看護学研究科及び医療科学研究科を、平成２５年４月に

大学院薬学研究科を設置した（神戸キャンパス）。 

このように、本法人は医療総合大学を標榜しチーム医療推進のため、「学校法人兵庫医

科大学のチーム医療」を定め、チーム医療を実践する医療人の育成に努めてきた。 

兵庫医科大学開学から４９年、兵庫医療大学開学から１４年が経過し、建学の精神に

則り、多くの有為な医療人を社会に輩出するとともに、教育・研究基盤も拡充し、医療

系大学として一定の評価を得るまでに成長してきた（令和２年度までの卒業者数は、兵

庫医科大学医学部４，４０８名、兵庫医療大学：薬学部１，１７１名、看護学部１，１

３６名、リハビリテーション学部９２７名）。  

 

（２） 設置（統合）の経緯及び趣旨 

 現在、大学を取り巻く環境は、１８歳人口減少という人口構造の変化の中、厳しさを

増しており、各大学が生き残りをかけて戦略を模索している。また、大学の連携・統合

等の点では、国立大学の一法人複数大学制度、私立大学での学部単位での事業譲渡の円

滑化や合併の促進など、連携・統合や事業承継円滑化の環境整備が進められている。 

医療系大学等においても、医療人育成機関の増加、国家試験の難関化など厳しい状況

に変わりはなく、医科大学が医療系学部を順次設置していく中で、統合後の兵庫医科大

学の４学部それぞれが教育改革を行い、「医系総合大学」として特色ある優れた医療人を

養成することで社会的責任を果たしていく。 

また、チーム医療の現状については、本法人は、「多職種連携教育」に関して「学校法

人兵庫医科大学のチーム医療」を定め、その中で「兵庫医科大学・兵庫医療大学間で大

学・学部の垣根を超え、ボーダレスな教育を行う。」、「両大学は連携してチーム医療の推
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進について研究を行い、情報を発信する。」と謳っており、実際に教育面では４学部合同

のチーム医療演習などを行い、一定の成果を収めている。では実際に医療現場でチーム

医療を両大学の卒業生は実践できているかを見ると、時代の趨勢とともにチーム医療は

浸透しつつあるものの、現状では役割分担の域を出ず、多職種が「連携」しているとは

言い難い状況にある。今後は、医療の質向上のためには、業務分担ではなく、多職種が

連携し、相互に影響する多職種連携「Ｉｎｔｅｒｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ」を目指す

必要がある。 

 現在、本法人では、西宮キャンパスの新病院建設計画を進めており、予定では令和８

年度開院となる。統合後、兵庫医科大学全学部の学生は、最新の医療施設・設備を整え

た新病院で臨床実習等を行うことが可能となり、教育環境が一層改善されることとなる。

また、新病院建設に合わせて地域医療機関との連携を一層強化することにより、卒業生

の安定的な就職先の確保にも寄与することが見込まれる。 

以上のことも含め、今後の将来展望を踏まえて、本法人に求められる①質の高い医師、

医療専門職者を養成するための教育・研究体制の充実及び教育の質の向上 ②法人運営

及び組織体制の強化 ③「医系総合大学」としての認知度及び評価の向上などの点から、

「医学部」「薬学部」「看護学部」「リハビリテーション学部」それぞれにおける教育を従

来以上に緊密な連携のもと実施するため、兵庫医科大学と兵庫医療大学を統合し、４学

部５学科の新たな「医系総合大学」とすることの結論に至り、令和２年１１月２８日開

催の理事会において、令和４年４月に兵庫医療大学の３学部３研究科を、現状と同じ内

容で兵庫医科大学に設置し、兵庫医療大学は廃止するという大学統合計画が承認された。

兵庫医療大学の廃止に際しては、令和４年４月１日に同大学の学生募集停止及び在学生

の兵庫医科大学への転入学を併せて実施する。 

当該計画においては、文部科学省から、令和２年１０月に「学校法人の寄附行為及び

寄附行為の変更の認可に関する審査基準」第四の四の（三）の適用審査において、「適用

可能」との回答を得ており、また、令和２年１２月には「大学の設置等の認可の申請及

び届出に係る手続等に関する規則」第３条に係る教員審査省略の該当の適否の事前相談

において、「教員審査の省略が可能」との回答を得ている。 

 

（３） 医療科学研究科設置の趣旨 

近年、医学・医療科学の発展により、疾病や外傷の治療が飛躍的に進歩し、多数の人

たちがその恩恵に預かっている。その結果、長寿を全うできる人も増加している。さら

に、再生医療やリハビリテーション科学・技術の進歩、また、福祉システムや社会イン

フラ整備により社会参加が可能になり、疾病や障害を有しながら社会の一員として活動

している人も多い。しかし、高齢化と少子化、核家族化、個人の価値観の多様化、経済

の低迷による労働環境の悪化などの問題も生じており、また地域社会の互助も低下し、
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孤立や人間関係の不調による心理的な圧力も強く、うつ病の増加などの問題も生じてい

る。 

また世界に類を見ないスピードで長寿が進み、団塊の世代７００万人が後期高齢者に

なり、より一層の高齢化が進行している。今後は、身体面・精神面に障害を有しながら

生活する人々や介護を必要として生活する人々がより一層増加することが予測され、保

健・医療・福祉に対するニーズは多様化・複雑化していくことが予想される。さらに、

医学の進歩も目覚ましく、医学・医療において多職種が連携し取り組むことが求められ

る。 

このような状況下で、生活の質を保ちながら社会参加できることを目標に、身体機能

から認知機能やメンタルヘルスなどの医療・生活障害に対して、知識技術を持ち、チー

ムを組むことができる専門的かつ裾野の広い人材の養成が必要である。また、リハビリ

テーション科学の発展とともに、リハビリテーション専門職の量的・質的充実が急務で

あり、社会の期待はますます強くなってきている。このような社会情勢を受け、医療現

場では専門化が進んできた。さらに、理学療法士・作業療法士の養成の４年制化、さら

に、国家資格取得後において、より高度な知識と技術の獲得を目指した「臨床教育並び

に生涯学修の場」が求められている。これに対し、理学療法士、作業療法士の専門職能

団体が生涯学修システムを構築し、現職者の教育を展開してきており、その中でも制度

的・体系的に位置づけられた大学院教育との連携の重要性が増している。 

現行の兵庫医療大学では、大学の基本理念である、次世代の医療を担う医療人の育成

という趣旨のもと、更なる学問的発展と高度実践医療専門職の育成を目指し、平成２３

年に大学院医療科学研究科修士課程を開設し、教育研究指導を展開し、令和元年度時点

ですでに６７名の修了生を輩出してきた。今回、現行の兵庫医療大学大学院医療科学研

究科での教育研究を継承し、兵庫医科大学大学院医学研究科との協力体制のもと、兵庫

医科大学大学院医療科学研究科の開設を計画する。 

医療科学研究科では、基盤とするリハビリテーション学部が担う理学療法学・作業療

法学を中心として、科学的思考に支えられた高度な実践力の獲得を目指し、リハビリテ

ーション科学領域における研究の発展と高度実践専門職者の養成を目指すこととしてい

る。さらに、これらの研究活動を発展させるとともに、高度実践専門職者を育成するこ

とで、患者や地域住民の生活の質の向上に資することを目標とする。また、本研究科は

兵庫医科大学におけるリハビリテーション専門医、各領域の臨床医学・基礎医学の専門

職との連携を行い、その特徴を活かして、言語聴覚士や看護職、福祉関連専門職などに

も広く門戸を開き、リハビリテーション医学に限らずリハビリテーション科学として教

育・研究を提供していく。 
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具体的には、リハビリテーション科学領域として、病態運動学分野及び人間活動科学

分野の２分野を設け、それぞれの分野において必要となる理論並びに技術を教授するこ

とで、社会に有益な人材を輩出しようとするものである。各分野内には研究を主とする

コースと、高度実践専門職者の育成を目指すコースをおき、教育研究活動を推進する人

材及びより高度な臨床実践能力をもつ人材を育成することを設置の目的とする。 

 

（４） 医療科学研究科設置の必要性 

理学療法士・作業療法士の養成教育は、専門学校教育から大学教育まで多岐にわたっ

ている。近年、養成校の急激な増加により、リハビリテーション専門職は量的には充足

する中で、教育の４年制化が顕著に進んできているところである。しかしながら、リハ

ビリテーションの現場で直面する臨床的課題が多様化し、かつ、複雑化している現在、

さらに高度な実践力と知識技術が必要であり、自ら学ぶとともに後輩を育成するという

役割も担うことを考えると、大学院教育が必要不可欠である。 

現在、理学療法士・作業療法士を対象として実施されている大学院教育（修士課程並

びに博士前期課程）のほとんどにおいて研究志向型の教育・指導が行われているが、高

度実践専門職者の養成という目的を達成するための体系的なコースワークを教育プログ

ラムとして提供するには至っていない。従って、後者の養成の場を作る必要性は我が国

において極めて高いと考える。本学が位置する兵庫県でも令和２年度現在で理学療法

士・作業療法士の養成大学７大学に対し、大学院は３大学（神戸大学、神戸学院大学、

兵庫医療大学）に開設されているのみである。兵庫県の理学療法士・作業療法士数や臨

床施設数から考えると研究の発展並びに高度実践専門職者の養成として、兵庫医療大学

大学院の継承は必要である。 

学校法人兵庫医科大学は、兵庫医科大学病院、兵庫医科大学ささやま医療センター、

ささやまリハビリテーションセンター、兵庫医科大学ささやま老人保健施設を有し、医

療から保健に至る幅広い臨床活動を展開している。また、兵庫県内を中心とした医療・

保健系のさまざまな施設からなる学校法人兵庫医科大学連携病院の会を有している。こ

のような背景をもつ本学に本専攻が開設されれば、これらの施設との有機的連携のもと

臨床に基盤をおいた大学院教育を行うことで、質の高い臨床的思考に基づいた効果的な

リハビリテーション支援ができる高度実践専門職者を養成することができる。 

また、生涯学修の観点から、現行の兵庫医療大学大学院医療科学研究科では、履修証

明プログラムとして「ＰＴ・ＯＴ臨床力ステップアッププログラム」（文部科学省職業実

践力育成プログラム認定）を提供してきた。統合後の兵庫医科大学大学院医療科学研究

科においても、このプログラムを継承して提供することによって、リハビリテーション
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学部が養成する理学療法士・作業療法士の知識並びに技術をより高度なものとし、生涯

学修支援の役割を担い、よってリハビリテーション科学の発展に寄与するという社会的

役割を果たすことが可能となるものである。 

本研究科では、研究志向の院生を対象とする研究を主とするコースとともに、高度実

践専門職者養成を目的とするコースがあり、体系的コースワークを中心として構成して

いる。さらに、高度実践専門職者を養成するコースでは、臨床施設との連携のもと、日

頃の臨床活動において生じる臨床的課題を基に、学修・研究活動の展開を可能にするも

のとして計画するものであり、本研究科の特徴として位置づけることができる。この高

度実践専門職者の養成を目的とするコースを志向する院生の多くは、臨床活動を行って

いる社会人となることが想定される。そのため、１４条特例による平日夜間並びに土曜

日を活用した開講体制並びに課題に応じた臨床研修の実施を行うこととし、臨床により

密着した中で専門的知識・技術の向上に寄与できるように配慮を行う。 

また、令和２年度から施行された「理学療法士作業療法士養成施設指定規則」におい

て、専任教員の要件として「大学院で教育に関する科目を４単位以上、履修し修了する

こと」が加えられたことから、専任教員となり得る人材の育成も目的とする。 

 

（５） どのような人材を養成するのか 

① 教育・研究領域の概要 

医療科学研究科は、前項の設置の目的を達成するため、図１に示すように２分野計５

領域にて構成し、入学対象者は、理学療法士・作業療法士を中心としながらも、研究科

の目的に則して医療・保健・福祉分野で活躍する幅広い職種とする。各領域において理

学療法士・作業療法士を対象とした高度実践専門職志向の院生の教育を実施するととも

に、幅広い職種を含めた研究志向の院生を対象とした教育を行う。 

高度実践専門職者を志向する院生に対しては、臨床現場での臨床研修並びに臨床的テ

ーマに関する課題研究を課し、高度な専門的知識と臨床技能を身につけ、臨床現場のリ

ーダーとなる人材を育成する。 

研究志向の院生については、修士論文を課し、研究に必要な知識・技術を修得し研究

者として研究を企画遂行できる人材を育成する。 

これらの人材養成を実現するために以下の４つを目標とする。 

 

１．医療科学における科学的根拠並びに最新の専門的知識を修得し、幅広い医療人とし

ての教養を培う。 
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２．専攻する分野におけるより高度な専門的知識並びに技術を修得し、臨床現場におい

て実践できるとともに更なる発展・向上に努めることができる素養を培う。 

３．専攻する分野における研究課題に取り組み、研究能力を高める。 

４．専攻する分野において、高度な臨床的推論に基づく臨床実践が展開できるとともに、

後進の育成ができ、臨床現場での指導者としての素養を高める。 

 

＜図１ 医療科学研究科の全体構想＞ 

 

 

② 各分野領域の概要 

ア 病態運動学分野 

主として理学療法学を基盤とする分野であり、基本動作に関する臨床技能の向上を図

り高度実践専門職者として臨床現場における指導的役割を担うとともに後進の育成を担

える人材を育成する。また、リハビリテーション科学介入の手法並びに効果判定等にか

かる研究を通して、各領域の発展に寄与する。病態運動学分野内には、以下の３領域を

設ける。 

 

（ⅰ） 神経系障害治療領域 

脳血管障害を代表とする神経系に障害を有する方を対象とした治療的介入の向上に主

眼をおく研究領域であり、障害像・生活環境に応じた介入判断ができ、効果判定を行い

ながら介入内容の変更ができる素養を有した人材を育成する。 
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また、最新の医学的介入を理解し、効果的な介入を展開できる素養を培うとともに新

たな介入方法の開発、効果判定の手法等について、基礎的・臨床的テーマを設定し、研

究を行う人材を育成する。 

 

（ⅱ） 運動器系障害治療領域 

運動器疾患を中心とする障害を有した方を対象とした治療的介入の向上に主眼をおく

研究領域であり、障害の原因の的確な判断と臨床的推論能力を修得し対象者に適用する

とともに、その効果判定をしながら介入内容を変更できる素養を有した人材を育成する。

加えて、障害の予防の観点より、健康増進やスポーツ競技者のトレーニング指導等にも

係わる人材を育成する。 

また、研究を主とする科学研究コースでは、自ら設定したテーマについて、基礎医学

や関連領域の知識・技術を用いて研究を行う人材を育成する。 

 

（ⅲ） 内部障害治療領域 

呼吸・循環・代謝機能などの内部障害を有する方を対象とした治療的介入の向上に主

眼をおき、病態を的確に捉え、介入の是非の判断やエビデンスに基づいたプランの立案

並びに適切な介入の実施、さらには効果判定ができる素養を有した人材を育成する。 

また、研究では、呼吸・循環機能に関する運動生理学的手法を用いた基礎的研究から、

実際の臨床に即した介入効果に関する研究など、幅広い関連領域からテーマを設定し、

研究を行う人材を育成する。 

 

イ 人間活動科学分野 

主として作業療法学を基盤とする分野であり、応用動作・人間活動に関する臨床技能

の向上を図り高度実践専門職者として指導的役割を担うとともに、後進の育成を担える

人材を養成する。分野内には、以下の２領域を設ける。 

 

（ⅰ） 身体・認知活動領域 

日常生活活動・余暇活動・生産活動等のひとの諸活動を、身体機能・認知機能との関

連から科学する領域で、障がいに関連する研究のみならず、障がい予防や正常機能の探

求も含めて、作業・活動の質の向上に直接的あるいは間接的に貢献する人材を育成する。 

また、関連する評価・治療及び作業・活動の本質等について極める経験を通して、ひ

との諸活動に関する知見を自ら発展させる能力の基盤を培う。論文作成を目指す科学研
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究コースでは知見の発展を、課題研究コースでは既存の知見の臨床的活用の発展ができ

る人材を育成する。 

 

（ⅱ） 精神活動領域 

精神または発達に障害のある方々を対象にして、心身の働きと仕組み、及び活動や社

会参加に関する障害と健康的側面の評価について幅広く学び、治療法や生活支援に寄与

する精神活動のリハビリテーション技術を有する人材を育成する。 

精神または発達に障害のある方々の健康と生活支援に寄与する精神活動領域のリハビ

リテーションの実践的研究だけでなく、対象者を包括的に理解して合理的かつ効果的な

介入と指導ができる臨床実践家を育成する。 

 

（６） 修了後の進路 

①高度実践専門職者を志向した院生は、高度な臨床的思考力・技術力を修得して修了

することで、医療機関はもとより介護保険施設等に就業し、専門分野において臨床実践、

臨床教育、臨床研究等の役割を果たしながら、臨床家並びに後進の指導的役割を担う。

また、その臨床的視点を活かし行政機関等における企画立案にも参画していく役割を担

う。年間の理学療法士の養成人員が１万人を超え、作業療法士の養成人員が５千人にな

ろうとしている今日、その養成課程の中で臨床実習指導に従事する指導者の数が非常に

多く求められている。臨床実習教育の質を高めるためにも、大学院を修了し高度な知識

並びに技術を修得した人材が臨床実習指導者として活躍することが求められている。 

 

②研究者を志向した院生は、臨床現場の他、教育・研究機関に就業し、教育・研究活

動を継続しながら後進の教育指導にあたる。加えて、更なる学問的深化を求めて博士課

程における研究のため進学する。教育研究機関として、理学療法学、作業療法学を教授

する大学が増加しており、大学教員としての需要も高まっている。また、複数の理学療

法・作業療法関連機器の関連企業の研究所にて活躍する理学療法士・作業療法士も増え

て来ており、修了後、大学や研究所にて医療科学の発展に寄与する人材となることを予

定している。さらに、その高度な研究的手腕を発揮し、行政機関等における企画立案に

も参画していく役割を担う。 

 

③理学療法士作業療法士養成施設指定規則改正により、専任教員になるためには、専

任教員講習会を受講するか、大学院において教育に関する科目４単位以上の履修後の修
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了が要件とされたことから、本研究科での提供科目を履修することで専任教員の要件を

満たすこととなる。 

 

④理学療法士においては、（社）日本理学療法士協会が制度化している専門理学療法士

並びに認定理学療法士制度においても、大学院を修了することが認定要件の一部とされ

ており、修了者が認定理学療法士の資格を取得し、キャリアアップを図ることが可能で

ある。 

作業療法士においても同様に、（社）日本作業療法士協会が制度化している認定作業療

法士の要件の一つに、大学院教育が盛り込まれていることからも修了生は認定作業療法

士を取得し、さらに、学問的発展に寄与し、その上に位置づけられている専門作業療法

士の取得へとキャリア開発として位置づけることができる。 

 

（７） 人材需要の見通し 

理学療法士・作業療法士の養成機関の急増によって、教員並びに臨床現場における臨

床実習指導者の不足が顕著であり、教育・研究を担い後進の育成に寄与できる人材の需

要は大きい。特に、より高い専門的技術を修得し、また、研究能力を身につけた卒業生

を、教員として・現場の指導者として輩出していくことが養成教育並びに理学療法士・

作業療法士の質の向上のためにも期待されているところである。 

また、理学療法士・作業療法士ともに若い世代が多く、女性の中には、結婚、出産等

で一時的に離職し、その後、臨床現場への復帰を目指すことを希望する者も多く、変化

の激しい医療現場への復帰を考えた時には、リカレント教育として大学院教育が担う役

割への期待も大きく、潜在的な有資格者の再就職支援を行うことで、生涯を通じたキャ

リア支援としても重要な時代となっている。 

さらに、急速な理学療法士・作業療法士の増加により施設内の臨床経験平均年数が低

くなっており７割以上の有資格者が臨床経験１０年未満であり、各施設において管理的

立場・指導的立場の人材に対する需要は高まっている。 

また、医療機器開発企業を始めとして企業の研究開発部門への就職も広まっており、

研究能力を身につけた有資格者の人材登用としての需要もみられるようになってきてい

る。 

現行の兵庫医療大学リハビリテーション学部第３学年次生に対して行った入学希望調

査に関しては（【資料１】参照）、すでに本学在学中の学生のうち４割を超える者が、研

究職・教育職を目指し、あるいは高度な臨床技能の獲得を目指して大学院への進学を希
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望していることから、学部卒業時に直接、大学院へ進学するものが見込まれている（【資

料２】参照）。 

年間１万人を超える理学療法士、約５千人の作業療法士が輩出される現状において、

兵庫県下においても毎年多くの理学療法士・作業療法士が新たに就業しており、本学教

員が関わる臨床技能に関する研修会等でも臨床技能の向上に向けた意欲が高い臨床家は

多く、また、臨床実習指導者の中にも大学院での研鑽を希望する者がいることからも、

社会人の入学者も安定的に見込まれる。 

【資料１ 医療科学研究科に関するアンケート】 

【資料２ 医療科学研究科進学意向調査（リハビリテーション学部第３学年次生）集計

表】 

 

（８） 到達目標等 

教育的到達目標としては、高度実践専門職者養成、研究者養成の目的を問わず、科目

履修をした上で修士の学位審査を受けるものとする。 

高度実践専門職者を志向する院生は、知識・技術の修得を図る専門科目についての学

内演習と臨床現場での臨床的思考の積み重ねを行う演習とを並行して行い、それらの成

果を課題研究論文としてまとめ、修士の学位審査を受けるものとする。本研究科におい

て取り組もうとしている課題研究は、理学療法士・作業療法士の臨床的資質並びに能力

の向上とそれを支えうる知識並びに思考力の獲得を目的としたものであり、以下を到達

目標としている。 

 

①より専門的・高度化した臨床思考の獲得並びに技術の修得 

②専門的立場からの臨床思考を提示し、プレゼンテーションできること 

③臨床思考で示した介入を臨床現場において実践・展開できること 

④指導を受けた臨床思考並びに臨床技術を他の事例について応用できること 

⑤専門分野における認定資格等の取得の基礎を築き、キャリアアップにつなげていくこ

と 

 

研究を志向する院生は、研究方法論についての学修と並行して、各自の研究テーマに

おける先行研究を収集吟味し、研究仮説を明確にする。その後、研究計画書の作成、予

備実験、サンプルサイズの決定、研究倫理委員会の承認を経て、本実験を実施し、その

研究成果を修士論文としてまとめ、修士の学位審査を受けるものとする。修士論文は修

了後に学術雑誌へ投稿できる内容となることを目標とする。 
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Ⅱ 修士課程までの構想か、又は、博士課程の設置を目指した構想か 

医療科学研究科医療科学専攻は博士課程の設置を目指した構想を有している。修了生

が研究者・教育者及び高度実践専門職者としてのキャリアアップを図るために博士課程

への進学を視野に入れ、修士論文または課題研究論文を課している。 

 博士課程を設置する際においても、修士課程において高度実践専門職者の教育目的を

維持することから修士課程として残し、博士後期課程（３年制）を構想している。 

 

Ⅲ 研究科、専攻等の名称及び学位の名称 

医療科学研究科では、職種を限定することなく、「幅広い観点から医療科学の修得並び

に発展に寄与できる人材の育成」を基本としていることより、研究科・専攻名称、学位

名称について以下のとおりとする。 

 

（１） 研究科名称 

医療科学研究科 

 Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｈｅａｌｔｈ Ｓｃｉｅｎｃｅ 

 

（２） 専攻・学位名称 

医療科学専攻 

 Ｃｏｕｒｓｅ ｏｆ Ｈｅａｌｔｈ Ｓｃｉｅｎｃｅ 

修士（医療科学） 

 Ｍａｓｔｅｒ ｏｆ Ｈｅａｌｔｈ Ｓｃｉｅｎｃｅ 

 

Ⅳ 教育課程の編成の考え方及び特色 

教育課程編成としては、課程制大学院の趣旨に合わせて、高度実践専門職者養成、研

究者養成の目的を問わず、一定の講義並びに演習を要件として課すため、下記の考え方

に基づいた科目を開講する。 

 

①医療科学における科学的根拠並びに最新の専門的知識を修得し、幅広い医療人として

の教養を培う目的で開講する共通科目 

②専攻する分野におけるより高度な専門的知識並びに技術を修得し、臨床現場において

実践できるとともに発展・向上に努めることができる素養を培うための専門基礎科目

並びに専門科目 

③臨床に有益な研究を遂行する能力を養うための科目 
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④臨床的推論に基づく臨床実践と後進の育成のための臨床現場での指導者としての素養

を高める科目 

⑤理学療法士・作業療法士の養成課程の教員となるために指定規則で必要とされる教育

に関する科目 

⑥最終的に学位審査の基準となる研究・課題研究科目を設けている 

 

本学では医療科学研究科と同時に薬学部を基盤とする薬学研究科（博士課程）、看護学

部を基盤とする看護学研究科（修士課程）の開設を予定している。また、兵庫医科大学

は医学部及び医学研究科を有し、次世代の医療専門職者はチーム医療への参加を目指し

たチーム医療教育を学部教育の柱としている。そこで、本大学院研究科においてもその

理念を踏襲するものである。その中で、幅広い教養を修得し、医療人としてのキャリア

アップを目指すために、研究科を超えて修士共通科目を開設する。開設科目は「医療統

計学特論」「医療倫理学特論」「先進医療支援特論」の３科目であり、そのうち２科目以

上を履修するものとする。これらの科目は、研究者とともに高度実践専門職者の育成を

行うという観点より提供する。履修年次については、自己の研究活動に寄与する関係よ

り１年次に履修するものとする。 

専攻する分野におけるより高度な専門的知識並びに技術の修得のために、専門基礎科

目を設置し、そのうち２科目を必修科目として、院生の志向に関係なく１年次に履修す

るものとする。２科目の構成は次の通りである。 

 

①「リハビリテーション科学研究法」： 

臨床研究を含めて、臨床活動の効果判定ができる視点を修得する。 

②「リハビリテーション科学トピックス」： 

リハビリテーション科学領域の最新の知見に触れる機会を設け、常に、知識のブラッ

シュアップを図るための視点を修得する。 

 

高度実践専門職者を志向する院生に対する課題研究コースは、臨床研修プログラム等

を実施している海外の大学院教育プログラムを参考に構築している。院生はそれぞれの

課題に応じて、科目履修を進め、リハビリテーション科学課題研究に取り組む。高度実

践専門職者としての知識・技術の修得を目指す観点から、「症例提示法特論」「症例検討

実践特論」を必修として指定する。また、リハビリテーション科学課題研究については、

それぞれ机上のみの演習にならないように臨床現場での臨床研修を大学と密な連携のも

とで実施できるようにする。臨床研修は、兵庫医科大学病院、兵庫医科大学ささやま医
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療センター・リハビリテーションセンター、兵庫医科大学ささやま老人保健施設等にお

いて実施し、入学後より指導教員と協議し、設定した課題に応じて取り組むものとする。

そして、必要に応じて、指導教員が指導に関わるとともに、大学内でのグループ討議を

通して、ケースプレゼンテーション能力を高めるようにしている。 

研究を志向する院生に対しては、「リハビリテーション科学研究」を１年次より履修し、

研究計画の立案から指導を受ける。その後、必要に応じて予備研究を実施し倫理委員会

の審査を受けた後、本研究に望み、研究成果を修士論文としてまとめる。 

また、将来、理学療法士・作業療法士の養成機関に勤め、後進の育成に関わるために

は、理学療法士作業療法士養成施設指定規則において定められた「教育に関する４単位」

を履修することが必要であることから、「教育学特論（２単位）」「リハビリテーション科

学教育論（養成校教育）（１単位）」「リハビリテーション科学教育論（臨床教育）（１単

位）」を選択履修するものとする。 

最終的な学位審査は「リハビリテーション科学研究」あるいは「リハビリテーション

科学課題研究」において作成される論文にて審査を行うこととしている。 

なお、カリキュラムマップを別添にて示す（【資料３】参照）。 

【資料３ カリキュラムマップ】 

 

Ⅴ 教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 

（１） 教育方法 

科目の開講は社会人院生が多いことを踏まえて、平日夜間あるいは土日に開講するこ

とを基本とし、さらに院生への履修上の配慮として共通科目は１年次での履修を基本と

しながらも２年次で履修できるようにし講義並びに演習を行う。専門基礎科目について

は、課題達成に向けた基盤となる素養の修得を図るべく、科目によって講義・演習・実

習の形態をとる。特に、高度実践専門職者養成を志向する学生を主たる受講生とする科

目においては、講義のみならず演習のウエイトを高めた教育を行う。 

専門科目について、特論は講義を中心とするも大学院の講義水準となるように一方向

性の講義ではなく、双方向・多方向性の主体的学修を支援するように務める。 

演習については、院生の選択課題に応じた発表を中心とした主体的学修を展開すると

ともに、臨床での実践との結びつきが強くなるように学修課題を設定する。 

高度実践専門職者を志向する院生に対しては、それぞれの基盤となる職種に応じて指

定される専門基礎科目を履修するとともに、臨床現場での実践的演習を含めて「リハビ

リテーション科学課題研究」に取り組むよう指導する。 
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研究を志向する院生に対しては、各科目履修と並行し、研究計画書の立案、予備研究

並びに倫理委員会の審査、本研究の実施を「リハビリテーション科学研究」の中で指導

する。 

 

（２） 履修指導及び研究指導の方法 

各学生の志向するテーマに応じて、共通科目、専門基礎科目、専門科目の科目選択を

指導する。 

テーマの決定については、あらかじめ募集段階において、募集要項並びにホームペー

ジにて各指導教員の研究テーマ・課題テーマを紹介し、時間割や履修計画等についての

事前相談を受け付け、指導教員を事前に検討する機会を提供する。 

入学後のオリエンテーション時には、院生のテーマを基本として指導教員を相談の上、

決定し、２年間の履修計画について指導を行う。 

研究者志向で修士論文を作成するコースを選択した院生に対しては、主たる指導教員

が１年次の前期より「リハビリテーション科学研究」において研究計画書の作成に向け

た指導を行う。研究計画書ができた後、研究倫理委員会にて審査し、倫理面での指導を

行う。その後、本研究を取り組む途上で１年次後期に開催する中間報告会にて、主たる

指導教員以外の教員からの指導を行う。２年次の夏には２回目の中間報告会を開催し、

修士論文の考察に結びつく指導を行う。 

高度専門職者を志向し臨床研修並びに課題研究論文を作成するコースを選択した院生

に対しては、主たる指導教員が、課題テーマの明確並びに２年次に行う臨床研修施設と

のマッチングに対する指導を１年次の前期より行う。臨床研修は、１年次後期の後半よ

り開始し、大学院内での指導ではなく、指導教員が臨床現場に赴き、臨床現場において

ケースカンファレンスの開催や臨床現場での直接的な実技指導等を行う。その後、自ら

の課題について課題研究論文としてまとめる指導を行う。 

臨床研修施設については、法人内の兵庫医科大学病院、ささやま医療センター・リハ

ビリテーションセンター以外にも、本学大学院の教育研修の趣旨を理解し、指導教員が

随時関わることができる施設で、施設の承諾を得て実施する。臨床研修施設としての質

を担保するため、本研究科以外の教員並びに他大学等の有識者による外部委員制度を本

研究科の設け、外部委員に諮問する。設定課題との密接性並びに各施設での指導体制を

検討し、適切と答申された施設を臨床研修施設として研究科教授会にて承認し臨床研修

を実施する。 
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（３） 修了要件 

共通科目から２単位以上、専門基礎科目から１４単位以上、専門科目から履修するテ

ーマに応じた特論２単位、演習６単位を含めて８単位以上、研究指導から８単位を修得

し、合計３２単位以上を修得することを要件とする。 

 

（４） 修了までのスケジュール 

入学後のオリエンテーションにおいて、各コースにおける２年間の履修のフレームワ

ークについて十分な説明を行う。その後、院生は、自ら高度実践専門職者あるいは研究

者のいずれを目指すのかを明確にし、指導教員を決定する。その後、２年間の履修計画

を立案し、計画的かつ段階的な履修活動が行えるようにする。１年次前期の間に、自分

が取り組むテーマをより具体的に絞り込むように指導を受け、各自の課題の決定を行う。

いずれのコースにおいても決められたコースワークの履修を行い、２年次の１月に開催

する学位審査を受けるものとする。 

学位審査は、認定する学位の質を担保するため、主指導教員と異なる教員が主査とな

り、他研究科の研究指導担当教員を含んだ複数名で構成する学位審査会で行い、研究科

委員会にて最終審議を行う。その後、修士論文・課題論文の発表会を行う。 

【資料４ 修了までのスケジュール】 

 

① 研究を志向し修士論文を作成する院生のスケジュール 

１年次前期より科目履修と並行して、先行研究の分析や予備研究を行い、研究計画書

の作成指導を受ける。研究計画書の提出に先立ち、研究倫理の講習会を受講していない

場合には、ＡＳＰＩＮｅラーニングプログラムにて、研究倫理教育の受講を義務づける。

研究計画書が作成できれば、研究倫理委員会の審査を受け、倫理審査を通過後、本研究

を開始する。研究倫理委員会の承認を１年次の後期開始頃までを目途に指導を行い、後

期には本研究に取り組むことができるように指導を行う。２年次にはデータの収集と解

析を重ね修士論文を作成する。その間、１年次後期と２年前期に計２回の中間報告会に

て中間報告を行い、主たる指導教員以外からも研究に対する指導・助言を受ける。必要

に応じて第２回中間報告会以降も補足データの収集を行う。その後、１月中旬に修士論

文を提出し、１月に学位審査を受ける。その後、修士論文の発表会にて他の院生や下級

生・学部生を対象に発表を行う。提出された修士論文については１部を図書館に保管し、

閲覧可能とする。 

研究倫理委員会については、現在、大学院独自で設けず、兵庫医療大学倫理審査委員

会にて指導教員を研究代表者として、研究の倫理審査を行っている。兵庫医科大学医療
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科学研究科となった後も現在と同様に、指導教員を研究代表者として、大学の研究倫理

審査の手続きに則り適切に倫理審査を受ける予定である。また、臨床施設等で研究を実

施する場合には、それぞれの研究実施施設における研究倫理委員会での倫理審査ととも

に、本学における倫理委員会においても審査を行い、研究が滞ることなく進められるよ

う迅速審査を含めた体制を構築している。 

 

② 高度実践専門職者を志向し課題論文を作成する院生のスケジュール 

１年次前期より科目履修と並行して自らの課題テーマを決定する。専門的な技術を高

めるという目的より専門基礎科目については自らの課題に対する基盤的科目として位置

づけ、幅広く科目を選択履修する。 

並行して取り組む「リハビリテーション科学課題研究」では、それぞれの想定課題例

並びに臨床研修中の指導内容については以下の表１のとおり。 

指導のプロセスは以下の通りであり、２年間にかけて履修する。 

 

＜表１ 設定事例数の例示＞ 

 

ア 設定課題についての文献レビューを行いエビデンステーブルの作成 

イ 定期的なカンファレンスにおける事例提示並びに理論的背景を踏まえた臨床的推論 

（Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｒｅａｓｏｎｉｎｇ）の提示 

ウ 臨床現場における事例への介入場面において、指導教員による直接的な指導 

エ 一定期間の介入による変化についての考察 

 

１年目は主として設定課題を絞り込み、設定課題についての文献レビューを実施する。

先行研究の文献蓄積を行い、それぞれの研究のエビデンスレベルを評価しＥＢＭに基づ

くエビデンステーブルの作成を行う。１年次後期には設定課題に応じた臨床研修の計画

を主たる指導教員とともに立案する。 

設定課題 事例数 

例１）肩腱板損傷後の可動域改善のための理学療法 腱板損傷事例３０例 

（術式は単一あるいは混在可） 

例２）転倒防止の観点より歩行不安定性に対する理

学療法 

脳卒中片麻痺による歩行不安定性事例１０例 

変形性膝関節症に伴う歩行不安定性事例１０例 

パーキンソン病による歩行不安定性事例１０例 

計３０例 

例３）手指屈筋腱再建術後事例に対する作業療法 手指屈筋腱切断後縫合術事例３０例 

例４）施設入所者の褥瘡予防のためのケア 褥瘡発生リスクを有する対象者全例 

その他、課題事例の発生頻度等を考慮して上記に準じた例数 
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臨床現場での臨床研修での指導は１年次の後期の後半（１月頃を予定）より開始し、

課題研究論文の提出時期である２年次の１２月までの期間を予定している。 

課題の内容については、履修期間中に臨床現場を訪れる対象者の疾患の偏りが発生す

ることを想定すると、特定の疾病に限定するのではなく、理学療法士・作業療法士が対

峙する障害像を中心とした課題をテーマとして設定し指導を行う。具体的な課題例とし

ては、「神経疾患における能動的機能回復への介入」「体幹機能改善のための運動療法」

「退院後の生活環境に応じた移動能力獲得のための日常生活活動指導」「褥瘡の発生リス

ク者に対する予防的介入」「統合失調症患者及びうつ病患者を対象とする社会適応技能の

促進」などである。 

臨床研修終了後、２回目の中間報告会を行い、さらに課題研究論文としてまとめる。

１月中旬に課題研究論文を提出し、１月に学位審査を受ける。その後、課題研究論文の

発表会にて他の院生や下級生・学部生を対象に発表を行う。提出された課題研究論文に

ついては、１部を図書館に保管し、閲覧可能とする。 

※なお、２年次生の中間報告会並びに最終報告会について、１年次生は必須参加として

質疑に参加するとともに、報告会を学内公開とし、学部生・教員の聴講を可能とする。 

 

（５） 履修モデル 

医療科学研究科の特徴を盛り込んだ履修モデルを【資料５】に示す。 

【資料５ 履修モデル】 

 

Ⅵ 特定の課題についての研究成果の審査を行う場合 

高度実践専門職者として理学療法士・作業療法士のより高い臨床的技能の獲得におい

ては、エビデンスに基づいた臨床的思考をどのように展開させたのかということを言語

化することが大切である。資格取得を目的とする学部課程とは異なり、高度実践専門職

者を目指す大学院の目的を達するためには、臨床的思考の裏付けに関する科学的根拠の

収集並びに介入実践を行うことが必要である。その上で、各院生の設定課題に応じたケ

ースワーク、開発した技術、その他の報告を課題研究論文としてまとめ成果として示す。

課題研究におけるケースワークの事例数については、履修期間中に臨床現場を訪れる対

象者の疾患の偏りが発生することを想定し、特定の疾病に限定するのではなく、理学療

法士・作業療法士が対峙する障害像を中心とした課題をテーマとしてまとめるものとし、

標準事例数を５～１０例程度とする。 
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社会人学生については日頃の臨床活動で向き合う事例を基盤として、課題研究に取り

組みうることからも、臨床活動における経験事例数を逸脱するものではなく、同等の課

題についての指導が可能かつ課題の目的から考えても妥当と考え、差を設けない。 

また、作成するエビデンステーブルにおいては、直近５年の研究論文について作成す

るものとし、それ以前の研究についても可能な範囲で盛り込むものとする。 

教育研究水準の確保の面からは、臨床的思考の発展につながるように、単なる講義だ

けではなく、演習や実技を交えて、講義担当者並びに履修生との間の双方向の教育展開

をすることで教育研究の水準の確保を図る。さらに、臨床の実践場面での直接的指導を

含めて臨床技術の向上を目指した教育指導を行う。 

課題の最終審査においては、修士論文の審査と同様の過程をとり、本研究科構成員以

外の審査委員（研究指導資格を有する○合教員）を含む大学院全体からなる審査委員会

を複数名にて構成し審査を行い、学位審査の質的担保を行う。主たる指導教員は、審査

委員会にオブザーバーとして補足説明としての参加は可能とするが、最終的な審査判定

権は有さないものとする。審査の視点としては、修士論文の審査の場合には、研究の独

自性、貢献度、論理性が重視されて審査されるのに対して、課題研究論文については、

事例数はもとより、その事例の抱える基本的な課題の種類や共通点、実際に展開された

臨床的推論の明確さ、介入による変化についての考察などの視点より審査を行う。審査

時には報告に上げられた事例等についてのプレゼンテーションを行うとともに、口頭試

問もしくはデモンストレーション等を行う。 

 

Ⅶ 基礎となる学部との関係 

本研究科は、リハビリテーション学部を基盤としており、高度専門職養成を目的とす

るコースにあっては理学療法士並びに作業療法士が中心となる。一方、広く医療科学の

視点からの研究者養成を目指す点からは、リハビリテーション科学を突き詰めようとす

る者を対象とする学際的な位置づけを有する（図２参照）。 

 

＜図２ 既設の学士課程との関係＞ 
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Ⅷ 大学院設置基準第２条の２項又は第１４条による教育方法の実施 

（１） 修業年限 

修業年限は２年とし、長期在学制度を利用する場合には、入学当初より３～４年間を

修業年限とすることができる。なお、長期在学制度を申請していても修了要件を期間内

に満たした場合には、半期を単位として修業期間の短縮を認める一方、在籍最長期間は

大学院学則に従い４年とする。 

 

（２） 履修指導及び研究指導の方法 

社会人であることを考慮し、ＩＣＴを活用して、Ｅ－ｍａｉｌでの質疑、ＬＭＳを活

用した資料提示などを行い履修の便宜を図る。研究志向の院生に対する研究指導におい

ては、研究テーマに応じて、データ収集の現場での指導も重視して行う。高度実践専門

職者の養成プロセスにおける課題研究の指導においては、臨床症例を介した実技指導や

ケースカンファレンスにおける質疑等、臨床現場と密な連携のもとで、必要に応じて教

員が臨床現場に赴き研究指導を行う。 

 

（３） 授業の実施方法 

講義科目については、平日夜間（１８時４０分～２０時１０分、２０時２０分～２１

時５０分）、あるいは、土日の昼間に開講するものとする。平日夜間の通学が困難な大学

院生においては、夏期、冬期、春期に集中講義を開講するなどの対応を行う。特に、必

修科目については通学の便を考え土日に集中させて開講する。また、選択科目について

は、通学の日数等を考慮した時間割を作成し、２年間で全科目が履修できるよう時間割

にて配慮を行う。平日の夜間の開講曜日は、各教員の平日昼間の学部教育の時間割と連

動させて検討を行うものとし、教員の負担の均衡を図った時間を策定する予定である。 

 

（４） 教員の負担の程度 

基本的な時間割は【資料６】に示すように土日の開講とし、２コマずつの開講を基本

にして、組み合わせるなど、教員の負担の緩和策を講じる。１日４コマ担当した場合に

は、振替休日を取るようにすることで、連続勤務にならないようにする。２コマ程度の

担当の場合には、勤務時間調整で対応することとし、勤務割り振りによって週４０時間

を大きく逸脱しないようにすることで教員の負担が増えない体制をとる。 

【資料６ 時間割】 
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（５） 図書館・情報処理施設等の利用方法や学生の厚生に対する配慮、必要な職員の

配置 

ＩＣカードによる図書館入退館システム並びに情報処理施設の利用ができるようにし、

電子ジャーナル等については随時アクセス可能としている。 

 

（６） 入学者選抜の概要 

 アドミッション・ポリシー、出願資格、及び選抜方法については、「Ⅸ 入学者選抜の

概要」を参照されたい。 

 

Ⅸ 入学者選抜の概要 

 現行の兵庫医療大学大学院医療科学研究科においては、以下のとおり入学者の選抜を

行っている。統合後の兵庫医科大学大学院医療科学研究科においても、同様の選抜方法

で適正な実施を行っていく。 

 

（１） 入学者受け入れ方針 

 現行の兵庫医療大学医療科学研究科では以下のアドミッション・ポリシーを掲げてい

る。 

 

 高度な研究能力を有する医療専門職者並びに高度な実践能力を有する医療専門職者を

強くめざす以下のような人材を求めます。 

 

１．自ら積極的に学び、目標に向かって邁進できる人。 

２．自らの臨床的知識・技能を積極的に高めたいという意欲を有する人。 

３．先駆的・学際的・発展的研究に取り組み、医療科学の発展に寄与する姿勢を有する

人。 

４．自らが修得した臨床的知識・技術、発展的知見を臨床実習教育・新人教育を通じて

後進へ伝え、専門職業人としての発展に寄与しようとする人。 

 

＜リハビリテーション科学研究コース＞ 

１．リハビリテーション科学領域において、先駆的・学際的・発展的な研究を展開しよ

うとする志向性を有する人。 

２．将来、本領域において研究・教育を牽引していく意欲を有する人。 
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＜リハビリテーション科学課題研究コース＞ 

１．自らの臨床的知識・技術を積極的に高めたい人。 

２．本研究科で培った臨床的知識・技術を活用してリハビリテーション医療の向上に貢

献しようとする人。 

 

 統合後の兵庫医科大学大学院医療科学研究科においても、上記アドミッション・ポリ

シーを継続し、研究科の設置の目的に応じて新卒者、経験者の区別を問わず入学者を受

け入れる。 

 

（２） 入学資格 

医療科学研究科修士課程に入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当す

る者とする。ただし、看護学研究科修士課程においては、看護師免許を取得している者

とする。 

１ 大学を卒業した者 

２ 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

３ 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者 

４ 文部科学大臣が指定した専修学校の専門課程を修了した者 

５ 文部科学大臣の指定した者 

６ 研究科において、個別の入学資格審査により、第１号に定める者と同等以上の学

力があると認めた者で、２２歳に達したもの 

 

（３） 選抜方法、選抜体制 

募集定員は各コース別の定員を定めることなく８名として選抜を行う。それぞれ専門

職としての基礎的知識はもちろんのこと、自らの高めたい素養あるいは取り組みたい研

究テーマや課題を明確にした上での選抜を行う。選抜方法は、１４条特例の適用の如何

を問わず同一とし、書類選考、学力試験のみではなく、面接試験によって行う。 

なお、出願に際して指導教員との事前相談を必須とし、修了年限並びに履修可能性に

ついて十分な事前指導を行う。 

 

（４） 社会人に対する選抜の上での配慮等 

社会人の選抜においては、２２歳を超えれば学士の学位取得の有無に関係なく個別入

学資格審査を経て入学試験を受ける権利を認めることとしている。 
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また、選抜試験については一般選抜と社会人選抜とで、差を設けず同一試験問題とす

る。これは一般選抜であっても社会人選抜であっても大学院で科目履修を行うために必

要な学力については同等であることより、同一の試験問題で同じ条件にて比較し、入学

の可否を判定するためのものである。 

なお、学力試験では基礎的な医療系の知識の確認を行う試験問題を課すが、理学療法

士・作業療法士以外の資格を有し、幅広い教養を身につけたいという積極的な学修意欲

や学際的な研究テーマに取り組もうとする社会人にも配慮するため、特定の領域に限定

しない試験問題を含めて、複数の領域の問題を選択させることとする。 

さらに、事前相談時に時間割を含む修了までのタイムテーブルを確認し、履修の可能

性を判断した上で出願するように指導を行う。 

 

（５） 科目等履修生の選抜 

科目等履修生の受け入れを可としている講義科目においては、大学院学則に従い、科

目毎に履修の可否を判断する。 

 

Ⅹ 教員組織の編成の考え方及び特色 

大学院を担当する教員は、専門科目並びに専門基礎科目についても、本学の専任教員

を主としており、それぞれ臨床経験を有し、臨床現場での技術指導を継続的に実施して

いる人材をもって充当することとしている。また、研究指導に当たる教員は、臨床研究

を含めた豊富な研究業績を有するとともに、全員が博士の学位を取得している。 

さらに、高度実践専門職者の育成の観点からは、すでに日本理学療法士協会が認定す

る専門理学療法士、日本作業療法士協会が認定する認定作業療法士の認定を受けている

教員を配置するとともに、認定者と同等以上の学位を有する教員にて構成しており、そ

れぞれの職能団体が認定する専門・認定制度における水準を超える教育の提供ができる

体制を有している。 

教員は学部教育を兼ねるが、学部には大学院教育を担当しない教員も配置しており、

学部教育についてもその質を保障する体制を有している。また、大学院教育と学部教育

の担当比率を考慮することで特定の教員に負担が集中しないようにする。さらに、社会

人学生が多くなることを想定しておりＩＣＴ環境の整備等によってメール並びにＬＭＳ

を用いた学修支援を実施し学生指導に支障がでないように配慮を行っている。 

科目担当に関しては、専門科目と専門基礎科目とをともに担当する教員を配置するこ

とで縦の連結を強め、オムニバス方式にて開講することで横の連結を強めるよう工夫し

ている。さらに、共同開講方式の開講科目も多く、これらは入学後に学生のニーズや経
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験を通した知識や技術を評価し、個別の学修課題に対応することを可能とするものであ

り、あわせて、一人の教員による講義ではなく、チームティーチングに取り組むもので

ある。これらの取り組みを行うことによって、教員の負担を増やすことなく、臨床経験

が大きく異なる院生が在籍したとしてもきめ細やかな対応ができる体制を構築すること

につながる。 

教員の年齢構成においては、「専任教員の年齢構成・学位保有状況」に示すとおりであ

り、主たる研究指導を行う教授職のうち、定年規定にて定年を迎える教員はいない。ま

た、主たる研究指導を行う教員とともに、若手教員が研究指導補助として継続的に教育

研究に関われるように構成しており、教育研究水準の維持向上を図るとともに、若手教

員による研究の活性化並びに将来への継続的な発展可能性を担保したものとして計画し

ている。 

 

ⅩⅠ 施設・設備等の整備計画 

（１） 校地、運動場の整備 

 薬学部、看護学部、リハビリテーション学部並びに大学院 薬学研究科、看護学研究

科、医療科学研究科を設置している神戸キャンパスは、神戸市中央区港島（ポートアイ

ランド）に位置している。キャンパス全体の校地等の総面積は４９，１３８．２５㎡で、

神戸の中心地からのアクセスが良好なポートアイランドには本学以外にも大学があり、

研究・教育活動等で連携する文教ゾーンである。 

また、本法人本部、医学部及び兵庫医科大学病院のある西宮キャンパスからは、車で

約３０分、公共交通機関で約６０分の距離にあり、教育、研究、課外活動等あらゆる面

での協力体制、相互交流を充実させることができる。 

附属施設（薬用植物園）を除く敷地面積は、収容定員上の換算で学生１人当たり約３

０㎡と大学設置基準に定められた１０㎡の約３倍の面積を有しており、屋外の芝生広場

等、敷地内における学生の憩うスペースも十分確保されている。 

また、レストラン、Ｍ棟・Ｇ棟ラウンジの開放により、屋内における学生の居留スペ

ースにも十分な配慮を行っている。 

運動スペースについては、体育館（Ｇ棟アリーナ）があり、体育の授業やクラブ・サ

ークル活動として利用する。 

また、敷地内にミニグランド、テニスコートなどを備えている。 
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（２） 校舎等施設の整備計画 

 神戸キャンパスは、主たる校舎として４棟の建物を有し、その大部分を校舎等のスペ

ースに充当している。 

Ｐｏｒｔ Ｗｉｎｇ（Ｐ棟）には、事務室、レストラン・売店・書店等の厚生施設、

オクタホール（講堂）、図書館、ラーニングスクエア、グループ学習室等を配置。 

Ｍｔ．Ｗｉｎｇ（Ｍ棟）には、講義室、各種実習室、教員研究室、臨床薬学研修セン

ター、カンファレンスルーム等教育施設を配置。 

Ｇａｒｄｅｎ Ｗｉｎｇ（Ｇ棟）には、動物実験センター、ＲＩ実験センター等の特

殊実験室、先端医薬研究センター、共同機器室、薬学部研究室、リハビリテーションラ

ボ等を配置。 

Ｇａｒｄｅｎ Ｗｉｎｇ Ａｒｅｎａ（Ｇ棟アリーナ）には、アリーナ、多目的ホー

ル、スタジオ、アトリエ工作室等を配置。 

施設配置の考え方は、医療関係３学部を併設する教育・研究上の強みを活かし、ボー

ダレスな教育を志向することにともない、学部固有のスペースを極力排し、学生、教員

とも学部間の交流が容易に図り得る施設配備を行っている。 

いずれの学部も講義に加えて演習・実習による講義形態の科目の比重が大きく、講義

室とともにこれら演習・実習に対応した各種実習室を整備する。学部横断的な学科目も

多数配していることもあり講義室は３学部の共同利用とし、また、学部間で跨る教育研

究の促進のための共同機器室・実験室の設置など、効率性にも繋がる施設配備を行って

いる。 

また、各棟には、学生教職員が、憩い、コミュニケーションを図る場としてのラウン

ジスペースを隋所に確保し、特にＭ棟及びＧ棟４階の教員研究室スペース周辺には、学

生指導、教員間のコミュニケーションの確保のためのスペースを十分に確保し、開かれ

た環境を重視している。 

 

（３） 図書等の資料及び図書館の整備計画 

 現行の兵庫医療大学の図書館は、現在、兵庫医科大学及び兵庫医療大学の２大学が

共用する図書館としてすでに運用している。 

図書館はＰ棟３階に位置し、面積は２，７９５．２４㎡、閲覧席は４０８席（学生収

容定員数１，６６４名に対し２４．５％）を有しており、学生・教員の教育研究の場と

して十分な座席数を確保している。 
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館内には、グループ学習室２０室、ラーニングコモンズとして「ラーニングスクエア」

も設置しており、アクティブラーニングなど多様化する「学び」を支える場を提供して

いる。 

収容可能冊数は約８８，０００冊で、現在、和書約２８，０００冊、外国書約６，０

００冊、学術雑誌約４８０種（電子ジャーナル除く）、視聴覚資料約１，７００点を所蔵

している。教育研究・自学自習に必要な最新図書の収集は、シラバス掲載の教科書・参

考書の購入及び図書館委員会を中核とした選書により行われ、各学部の専門分野及び必

要性を考慮して整備している。 

兵庫医科大学に薬学部、看護学部、リハビリテーション学部、薬学研究科、看護学研

究科、医療科学研究科の設置を計画するにあたり、現行の兵庫医療大学の上記資料及び

兵庫医療大学として契約していた電子リソース（電子ジャーナル・データベース・電子

書籍）についても、引き続き契約し、神戸キャンパス、西宮キャンパスの両キャンパス

で活用することとする。電子リソースは、ＳＳＬ－ＶＰＮを利用して学外からのアクセ

スも可能としている（【資料７】参照）。さらに、医中誌Ｗｅｂ、ＳｃｉＦｉｎｄｅｒ等

のデータベースの検索結果から、電子ジャーナルや電子ブック・ＯＰＡＣ・ＣｉＮｉｉ 

Ｂｏｏｋｓ・ＣｉＮｉｉ Ａｒｔｉｃｌｅｓ・Ｗｅｂサーチエンジン等、利用者が求め

る最適な資料へと購読状況などの状況判断をしながらナビゲーションするリンクナビゲ

ーションシステム「ＥｘＬｉｂｒｉｓ ＳＦＸ」も導入しており、学生・教員の利便性

を高めている。 

また、国立情報学研究所目録所在情報サービス「ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴ／ＩＬＬ」に

参加しており、「ＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴ」により形成されている総合目録データベースの

データを利用することで、本学の蔵書目録データベースを構築し、蔵書検索を可能にし

ている。さらに、「ＮＡＣＳＩＳ－ＩＬＬ」により、全国のＩＬＬサービス参加大学機関

図書館間での相互貸借サービス（文献複写・現物貸借）を可能としている。 

他大学の図書館等との協力については、日本図書館協会、私立大学図書館協会、日本看

護図書館協会、大学図書館コンソーシアム連合（ＪＵＳＴＩＣＥ）、オープンアクセスリ

ポジトリ推進協会に加盟し、情報交換や実務研修、相互利用等で連携を図っている。 

【資料７ 電子リソースリスト】 

 

（４） 大学院学生の研究室（自習室）等の整備計画について 

医療科学研究科修士課程は、１学年８名（２学年合わせて１６名）の定員であるが、

院生研究室（自習室）として２室を整備している。院生１名ごとに机、椅子、書庫、ロ

ッカーを設備し、共有のパソコン３台、プリンター５台を設備する。また、Ｍ棟１階に
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設置されている情報処理演習室１・２の利用も可能であり、キャンパス内の無線ＬＡＮ

も利用可能である。よって、自習環境として、広さや収容人数等を含めて十分な環境が

整備できるものと考えられる。 

講義室については医療科学研究科専用の講義室や学部共用の講義室を使用し、学びに

必要な備品等を整備している（【資料８】参照）。 

【資料８ 大学院学生研究室等整備状況】 

 

ⅩⅡ 管理運営 

 統合後の兵庫医科大学の教学面の管理運営は、大学の代表で包括的責任者である学長

の下に、学長が必要に応じて置く職務毎の副学長（５名以内）及び各学部の学部長（大

学院研究科長を兼務）を置く体制とする。 

学長が教育研究事項に係る決定を行うに当たり意見を聴く目的で学部教授会及び研究

科教授会並びに大学運営会議を置き、大学の意思決定がより効果的に行えるガバナンス

体制とする。 

大学運営会議は、大学全体の重要事項を審議するとともに学部間・研究科間の調整等

の役割を果たし、教授会の運営等については、教授会規程で規定された学長との事前協

議を通して学長・学部長間の意見調整が図られる。 

大学院の管理運営について、現在の兵庫医療大学では大学院の各研究科委員会（教授

会相当）の上位に「兵庫医療大学大学院運営委員会」を置き、大学院全体の運営等の共

通事項を協議する体制とし大学院の独立性を確保している。統合後、大学院全体の管理

運営、大学院各研究科間の調整等の協議は、当面、大学運営会議において行う予定とす

る。 

（１） 研究科教授会 

大学院学則第１１条第１項に基づき各研究科に設置する研究科教授会は、次の者をも

って構成し、研究科長が議長となり、原則として月１回定例開催するほか、必要がある

ときは随時開くことができる。 

 

医学研究科： 

研究科長及び専任の教授 

薬学、看護学及び医療科学研究科： 

研究科長並びに研究指導教員又は研究指導補助教員である専任の教授、准教授及び 

講師 
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研究科教授会は同条第３項に基づき、次の事項を審議し、学長が当該事項を決定する

に当たり意見を述べるものとする。 

 １ 学生の入学、進級、卒業及び課程の修了に関する事項 

 ２ 学位の授与に関する事項 

 ３ 学生の身分に関する事項 

 ４ 教育課程に関する事項 

 ５ 教員の人事に関する事項 

 ６ 研究に関する事項 

 ７ 教育研究に関する規程の制定、改廃に関する事項 

 ８ 学位論文に関する事項 

 ９ 研究科の運営に関する重要な事項 

 １０ その他学長が研究科教授会の意見を聴くことが必要と定めた事項 

  

 同条第４項に基づき、その他、学長及び研究科長の求めに応じ、教育研究に関する事

項について審議し意見を述べることができる。 

 

（２） 大学運営会議 

 学則第１６条に基づき、大学の重要事項を審議する会議体として大学運営会議を置き、

学長、副学長及び学部長をもって構成する。役割は兵庫医科大学運営会議規程第２条に

規定する事項を審議し、学長が当該事項の決定を行うに当たり意見を述べることとする。 

同会議は学長が議長となり、原則として月１回定例開催するほか、臨時に開催が必要

な場合は、学長が召集することができる。 

 １ 将来計画に関する事項 

 ２ 教育研究活動に係る基本方針及び計画に関する事項 

 ３ 入試に関する基本方針に関する事項 

 ４ 学則その他重要な規程等の制定及び改廃に関する事項 

 ５ 教育研究予算に関する事項 

 ６ 内部質保証に関する事項 

 ７ 教員その他重要な人事に関する事項 

 ８ 学部間、研究科間の調整に関する事項 

 ９ その他学長が必要と認める重要事項 
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（３） 各種センター、委員会等 

現行の庫医療大学では、平成１９年度の開学以来、チーム医療を支える人材の養成の

ために、３学部の密なる連携によるボーダレスな教育体制の下、融合的・連携教育プロ

グラムを提供するとの方針で、大学全体に関わる主要事項を審議する委員会等（学生委

員会、教育委員会、研究委員会、入試センター運営会議、広報委員会、内部質保証委員

会など）は、各学部からの選出委員で構成する全学委員会として設置し、更に学部独自

での審議は各教授会の下に関連する委員会を設置してきた。一方、兵庫医科大学は医学

部単科のため、殆どの委員会等を教授会の下に設置しているが、大学統合後は、両大学

の現状を踏まえながら、委員会の目的に応じて、全学、キャンパス毎又は学部独自での

委員会の設置を整備する。 

その中で、多職種連携教育の更なる推進、附属病院での臨床実習管理統括等を目的と

した「臨床統教育統括センター」、学部教育の充実、改善に特化した「薬学教育センター」

の設置などの組織再編を図る。 

 

ⅩⅢ 自己点検・評価 

（１） 目的 

本学では、兵庫医科大学学則第３条第１項に、本学はその教育研究水準の向上を図り、

大学の目的を達成するため、本学における教育研究活動等の状況について、自ら点検及

び評価を行い、その結果を公表すると規定し、大学院学則第４条にも同様に規定してい

る。また、学則第３条第２項には、本学の教育研究等の総合的な状況について、学校教

育法施行令に規定する期間ごとに、文部科学大臣の認証を受けた者による評価を受ける

こととし、その結果を公表すると規定している。 

 

（２） 実施体制等 

現行の兵庫医科大学では、学長を議長とする「兵庫医科大学内部質保証会議」が次に

掲げる事項を審議し、各学部・研究科、委員会等に対して、同会議が示す方針及び年度

毎の課題についての自己点検・評価の実施を指示し、その結果について報告を受ける。

その結果は年次報告書の作成等に活用するとともに、自己点検・評価の実施方法、評価

項目の活用等を見直し、必要に応じて改善方策を策定の上、各学部等へ助言・改善に努

めている（【資料９】【資料１０】参照）。  

 

（審議事項） 

①自己点検・評価及び内部質保証の実施体制に関する事項 

②自己点検・評価の基本方針及び自己点検・評価項目の策定に関する事項 
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③本学の使命や各種方針・ポリシーの点検・策定に関する事項 

④センター及び委員会等の自己点検・評価の総括に関する事項 

⑤自己点検・評価年次報告書の作成及び改善方法の策定に関する事項 

⑥学校教育法に定められた認証評価などの外部評価に関する事項 

⑦自己点検・評価及び内部質保証に必要な事項に関する資料収集、調査研究及び

啓蒙活動に関する事項 

⑧その他自己点検・評価及び内部質保証に関する事項 

 現行の兵庫医療大学では、内部質保証担当副学長を委員長とする「内部質保証に関す

る委員会」において、学部長、研究科長、委員長等を責任者とする各部局内の内部質保

証委員会等が認証評価（第３サイクル）の基準及び自己点検・評価項目を基本として、

該当項目について実施する自己点検・評価結果の報告を受け、全体の内部質保証委員会

において、助言・改善等のフィードバックを行っている。これらの報告等は担当副学長

から学長に報告される（【資料１１】参照）。 

  

（点検評価の基準）①理念・目的、②内部質保証、③教育研究組織、④教育課程・学習

成果、⑤学生の受け入れ、⑥教員・教員組織、⑦学生支援、⑧教育研究等環境、⑨

社会連携・社会貢献、⑩大学運営・財務 

  

 統合後の兵庫医科大学においては、上記の内部質保証会議及び各学部、研究科、委員

会等による自己点検・評価について、兵庫医療大学で実施していた点検評価項目を加味

した上、全学内部質保証システムを再整備する。また、兵庫医科大学内部質保証会議が

取りまとめた報告に対して、第三者（教職員、学生、同窓会会員、学外評価者等）の視

点による客観評価を行う「兵庫医科大学内部質保証評価会議」は継続して設置し、統合

後の組織に対応するよう改正のうえ、内部質保証の質の維持及び向上を図る。 

 また、各学部、研究科単位で実施する自己点検・評価については、それぞれの分野で

の外部評価を踏まえた独自の点検項目も加えることとする。 

【資料９ 兵庫医科大学内部質保証会議規程】 

【資料１０ 兵庫医科大学内部質保証評価会議に関する内規】 

【資料１１ 兵庫医療大学の内部質保証に関する規程】 

 

（３） 認証評価及び公表 

 最新の大学認証評価については、兵庫医科大学は平成２９年度（第２期）に、兵庫医

療大学は令和元年（第３期）に公益財団法人大学基準協会による認証評価を受審し、と
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もに同協会が定める大学基準に適合しているとの認定を受けている。統合後は、兵庫医

科大学での受審サイクルにより認証評価に対応する予定となる。 

また、各学部・学科のそれぞれの分野における教育評価機構等の外部機関により実施

される分野別認定の結果も併せて、現状どおり大学ホームページ上に公表する。 

 

ⅩⅣ 情報の公表 

現行の兵庫医療大学大学院医療科学研究科では、大学ホームページを活用して、情報

を公表してきた。建学の精神をはじめ、理念、教育目的、カリキュラム、シラバス、学

則、専任教員のプロフィール・研究テーマ・研究業績、認証評価報告書、大学の基本的

な情報、学生数、教職員数、入試情報、就職及び財務に関する情報などを公表している。 

さらに、学校教育法施行規則第１７２条の２に基づく情報についても、大学ホームペ

ージに「情報の公表」のページを設け、公表している（【資料１２】参照）。 

統合後の兵庫医科大学大学院医療科学研究科においても、同様の情報を適正に公表し

ていく。 

【資料１２ 「学校教育法施行規則第１７２条の２」等に規定する教育情報の公表につ

いて】 

 

ⅩⅤ 教育内容等の改善のための組織的な研修等 

現行の兵庫医療大学では、授業内容及び方法の改善を図るための組織的なＦＤ及びＳ

Ｄ研修等について、主に次のような取組みを行っており、統合後は、兵庫医科大学とし

て全学的な実施体制（仮称：ＦＤ・ＳＤ統括本部）を整備し、両大学が既に実施してい

る研修等各種取組の充実・改善を図り、更なる教職員の資質向上を目指す。 

 

（１） 組織的な研修等の実施体制（ＦＤ・ＳＤ） 

教育内容等の改善を図るための組織として、学部等の教育体制の支援を目的とする

「教育支援室」にＦＤ・ＳＤ部門を設置し、学内で開催されるＦＤ・ＳＤ研修等の情報

を収集・管理し、新たな研修企画等に役立てている。 

具体的には、同部門が毎年度、全教員（事務職の管理監督職を含む。）を対象に開催す

る「全学ＦＤ・ＳＤワークショップ」の企画・実施をはじめ、各学部・研究科が独自で

企画・開催する研修、管理運営に係るＳＤ研修等について、年間実施計画、実施内容

（実施日、テーマ、参加者等）の提出を求め、それらの情報を把握したうえ、関係会議

等への報告している（【資料１３】【資料１４】参照）。 

- 設置の趣旨 ― 31 -



 

また、各学部等が個々に開催する学外講師を招聘しての研修会、事務部門が実施する

管理運営に必要な知識・能力の向上ためのＳＤ研修なども、テーマに応じて学内Ｗｅｂ

上に公開し、より多くの教職員が参加できる状況にある。また、法人部門、兵庫医科大

学及び附属病院が主催する医学・医療、管理運営に関わるＦＤ・ＳＤ研修についても、

部門、学部等を超えて共有すべきテーマでは法人内Ｗｅｂ上に公開されることで各キャ

ンパスからの教職員も参加できる。 

事務職員に関しては、全員が法人事務局に所属しており、新人研修、階層的研修の他、

個々のスキルアップ、業務知識の向上を図るため、学内外での各種研修、講演会等への

参加を研修・自己啓発活動状況として個人データベースに記録する制度も構築しており、

対象イベントの開催は学内周知され、研修の機会を提供している。 

【資料１３ 兵庫医療大学教育支援室規程及び同部門内規】 

【資料１４ ２０１９年度ＦＤ・ＳＤ研修会等実施一覧】 

 

（２） 大学院独自の研修等の実施体制（ＦＤ、ＳＤ） 

本学は、「幅広い知識と豊かな人間性を持ち、社会とともに医療を担う医療専門職者を

育成する」という教育理念に基づき、豊かな人間性とともに幅広い専門知識と優れた技

術を備え、医療を通じて社会に貢献できる人材を世に送り出すことを使命とする。した

がって、教育研究水準の向上に組織的に積極的に取り組み、輩出する有資格者の能力・

資質への責任を負うことが求められる。 

このような趣旨から、本学では自己点検・評価に加え、教育研究水準の向上や教育内

容及び教授方法の改善を図るため、これまでの大学ＦＤ活動を基盤に組織的に大学院フ

ァカルティ・ディベロップメント（以下「大学院ＦＤ」という。）を推進する。大学院研

究科教授会構成員からＦＤ担当教員を選出し、大学院ＦＤの企画運営を行う。 

 

① 研究会・研修会・講習会の実施 

各研究科で、教育研究上の目的に応じ、年に数回外部より専門の講師を招聘し、研究

会、研修会、講演会を開催する。なお、かかる企画は、学内向けに教員、学生にもオー

プンとする。 

医療科学研究科の目的は、リハビリテーション科学領域における研究の発展と高度実

践専門職者の養成であり、研究を主とした研究志向の院生を対象とした教育プログラム

と高度実践専門職者養成の教育プログラムとを開設しており、大学院課程としてのコー

スワークを重視していることが特徴である。そのため医療科学研究科におけるＦＤ活動

は、①研究力向上のための活動、②教育力向上のための活動であり、ＦＤ担当委員が企
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画し計画的に行う。その一環として、法人内のリハビリテーション関連施設合同セミナ

ーを開催し、臨床現場と密接な関係を持ちながら臨床技能並びに研究活動の推進を図る

場を設ける。このセミナーは、高度実践専門職者養成のための研修施設にも参加を求め

る。 

また、教育力向上のためには教員相互の授業ピアレビューを行い、より効果的な大学

院教育の方向性を探る。 

 

② 研究活動の成果報告 

各研究科のホームページで適宜活動報告を行うと共に、隔年で纏めている大学年報に

大学院の成果も加えて外部に公表していく。 

 

ⅩⅥ 転入学する学生への措置について 

（１） 学生、保護者、入学志願者、卒業者等への周知について 

 法人内の２大学を統合するため、令和４年度に兵庫医科大学（医学部）及び兵庫医科

大学大学院（医学研究科）に３学部（薬学部、看護学部及びリハビリテーション学部）

及び３研究科（薬学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科）を設置し、現行の兵庫

医療大学（薬学部、看護学部及びリハビリテーション学部）及び兵庫医療大学大学院

（薬学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科）を廃止する。 

廃止する兵庫医療大学及び同大学院に在籍する学生については、兵庫医科大学に設置

する学部学科及び同大学院研究科へそれぞれ転入学させる計画であり、学生、保護者、

卒業生、入学志願者等に周知、説明している。 

学生に対しては、令和元年１２月２０日開催の大学統合に関する説明会において、学

長が直接２大学の統合計画の経緯、概要等を説明のうえ、統合後も教育研究活動は基本

的にはこれまで通りの形で行う旨を併せて説明をした。また、同月内に保護者・学部生

宛及び大学院生宛に、それぞれ、「兵庫医科大学と兵庫医療大学の統合について（お知ら

せ）」の説明文書を郵送した。更に、令和２年８月下旬からは、学内Ｗｅｂ上に学長のメ

ッセージ動画を掲載し、周知を図った。 

保護者に対しては、上記の説明文書送付の他、令和２年１月２５日開催の３学部保護

者会役員会において、学長が直接説明を行い、質疑応答の場とした。 

卒業生に対しては、令和元年１２月に同窓会役員宛及び同窓会員（全卒業生）宛に統

合計画の概要に係る説明文書を送付した。 
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また、対外的には、令和２年１月１０日付のニュースリリースに合せて、ホームペー

ジ及び学内インフォメーションボードに統合の経緯、概要を常時掲載し周知を図ってい

る。 

兵庫医療大学の入学志願者に対しては、大学案内、資料送付用の保護者宛のリーフレ

ット、高校訪問時の進路指導担当者宛のリーフレットに大学統合の情報を記載し、入学

予定者には大学統合計画の概要の資料を配付して広く周知している。今後とも学生、保

護者、入学志願者、卒業生等に対して、各々が関係する行事等において、又はホームペ

ージ上等で必要情報を順次、発信していく。 

 

（２） 転入学に伴う教育方法等の担保 

 設置する薬学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科を開設する令和４年度に、現

行の兵庫医療大学大学院から転入学する学生については、設置後の兵庫医科大学大学院

学則において教育方法、教育課程、修了要件等での変更はないが、統合に際して各研究

科の入学金、授業料及び教育充実費の区分の金額を変更（合計額では薬学研究科は減額、

他の２研究科は同額）することから、同大学院学則の附則に「２０２２年度に兵庫医療

大学大学院から、本学の薬学研究科、看護学研究科及び医療科学研究科に転入学した学

生についての別表２の授業料及び教育充実費は、兵庫医療大学大学院入学時の金額を適

用する。」と明示している。また、転入学生の兵庫医療大学大学院における修業年数及び

在学年数並びに修得単位等については、設置後の兵庫医療大学大学院に継承する。 

 その他、設置後も校地・校舎等の施設設備、教員等も同一性を保持するため、修学の

ための履修・研究指導、健康管理、ハラスメント対策及び障がい学生への支援、就職活

動支援、危機管理等、これまで兵庫医療大学が提供してきた学生生活支援サービスは継

続して実施する。 

以上のとおり、転入学する学生への教育条件の維持及び学生支援等については、万全

を期することとする。 
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【資料7】
電子リソースリスト（電子ジャーナル）
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電子リソースリスト（データベース）
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電子リソースリスト（電子書籍）
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「学校教育法施行規則第 172 条の 2」等に規定する教育情報の公表について

情報の公表ページ
https://www.huhs.ac.jp/about/publish 

［第１号関係］《大学の教育研究上の目的に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

建学の精神他
ホーム > 大学案内 > 建学の精神・教育
理念・沿革

https://www.huhs.ac.jp/about/education/ 

学部、学科、研究科の目
的

ホーム > 大学案内 > 情報の公表 > 教
育研究上の基礎的な情報

https://www.huhs.ac.jp/about/publish 

［第２号関係］《教育研究上の基本組織に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

学部、学科、研究科の名
称

ホーム > 学部・大学院 https://www.huhs.ac.jp/faculty 

学部、学科、研究科の定
員

ホーム > 大学案内 > 情報の公表 > 収
容定員・入学者数・在学生数・卒業生数

https://www.huhs.ac.jp/about/publish/capacity 

教育研究上の基本組織
概要

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 教育
研究上の基礎的な情報

https://www.huhs.ac.jp/about/publish 

［第３号関係］《教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

教員組織、各教
員が有する学位
及び業績

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学上の情
報

https://www.huhs.ac.jp/about/publish 

年齢別・職階別
専任教員数

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 教育研究上
の詳細情報

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/09/teacher-age2020.pdf 

専任教員と非常
勤教員の比率

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 教育研究上
の詳細情報

学部
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp- 
content/uploads/2020/12/students_ 
per_teacher2020_01_document.pdf 
大学院
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp- 
content/uploads/2020/10/students_ 
per_teacher2020_document.pdf 

研究業績
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学上の情
報

http://ofcach.ofc.huhs.ac.jp/hhshp/KgApp 

教員担当授業科
目

ホーム > 学生生活 > シラバス・教務便覧 https://www.huhs.ac.jp/campuslife/syllabus 

【資料１２】
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［第４号関係］《入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修
了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること。》 

掲載内容 掲載場所 URL 

アドミッションポリ
シー 

ホーム > 大学案内 > 3 つのポリシー・各
種方針 

https://www.huhs.ac.jp/about/policy 

収容定員、入学者数、
在学生数、卒業生数 

等 

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学
上の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/publish/capacity/ 

卒業生の進路・就職先 
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学
上の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/career-
design/results/ 

学科別就職率一覧 
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学
上の情報 

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/08/employment_rate.pdf 

国家試験結果 
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修学
上の情報 

薬学部 医療薬学科
https://www.huhs.ac.jp/faculty/pharmacy/results 
看護学部 看護学科
https://www.huhs.ac.jp/faculty/nursing/results 
リハビリテーション学部 理学療法学科
https://www.huhs.ac.jp/faculty/ 
rehabilitation/pt/results 
リハビリテーション学部 作業療法学科
https://www.huhs.ac.jp/faculty/ 
rehabilitation/ot/results 
 

［第５号関係］《授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること。》 
掲載内容 掲載場所 URL 

カリキュラム・ポリシー 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 

修学上の情報 
https://www.huhs.ac.jp/about/policy/ 

教育課程 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 

修学上の情報 

薬学部 医療薬学科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/04/course-
pharmacy_01.pdf 
看護学部 看護学科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/04/course-nurse_01.pdf 
リハビリテーション学部 理学療法学科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/04/course-pt_01.pdf 
リハビリテーション学部 作業療法学科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/04/course-ot_01.pdf 
薬学研究科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/10/course-
science_pharmacy.pdf 
看護学研究科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/10/course-
science_nurse.pdf 
医療科学研究科 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/10/course-
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science_medical.pdf 
シラバス（年間授業計画、
単位認定評価基準・評価
方法含む） 

ホーム> 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報 

https://csweb.ofc.huhs.ac.jp/syex/index.html 

［第６号関係］《学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること。》 
掲載内容 掲載場所 URL 

ディプロマ・ポリシー 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
修学上の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/policy/ 

卒業要件等学部学科 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 

修学上の情報 
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2020/04/elements.pdf 

修了要件等大学院研究科 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 

修学上の情報 
https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/graduate/ 

学位授与数（学部・大学
院） 

ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
修学上の情報 

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2020/04/ 
number_of_degrees_awarded_2020_docment.pdf 

大学院論文審査基準（大
学院研究科） 

ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 

修学上の情報 
https://www.huhs.ac.jp/about/publish/ 
graduate_examination_criteria 

［第７号関係］《校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること》 
掲載内容 掲載場所 URL 

校地、校舎概要 構成施
設、面積など 

ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 

教育研究上の基礎的な情報 
https://www.huhs.ac.jp/ 
about/publish/schoolhouse/ 

キャンパスツアー 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
教育研究上の基礎的な情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/photo 

課外活動状況 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
教育研究上の基礎的な情報 

https://www.huhs.ac.jp/campuslife/club/ 

交通アクセス 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
教育研究上の基礎的な情報 

https://www.huhs.ac.jp/access/ 

学校法人兵庫医科大学 
施設および延床面積 

ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 
教育研究上の基礎的な情報 

https://www.corp.hyo-
med.ac.jp/library/guide/pdf/floor-taishin_2020.pdf 

［第８号関係］《授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること》 
掲載内容 掲載場所 URL 

学費・その他の費用 
ホーム  > 大学案内> 情報の公表  > 

教育研究上の基礎的な情報 
https://www.huhs.ac.jp/admission/pay 
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［第９号関係］《大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること。》
掲載内容 掲載場所 URL 

進路選択支援体制
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/career/ 

学生保健管理体制
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/campuslife/health-
facilities/ 

修学実態調査
ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/stateofstudy 

「高等教育の修学支援新
制度」に係る機関要件確
認申請書

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/09/Scholastic-Support.pdf 

兵庫医療大学における障
がい学生支援に関するガ
イドライン

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/12/support_guidelines.pdf 

グローバル教育への取り
組み

ホーム > 大学案内> 情報の公表 > 修
学上の情報

https://www.huhs.ac.jp/career/global/ 

［第３項関係］《大学院設置基準第十四条の二第二項に規定する学位論文に係る評価に当たっての基
準についての情報》

掲載内容 掲載場所 ＵＲＬ 

大学院論文審査基準
（大学院研究科）

ホーム > 大学案内 > 情報の公表>
大学院論文審査基準（大学院研究
科）

https://www.huhs.ac.jp/about/
publish/ graduate_examination_criteria 

［その他の公開情報］
掲載内容 掲載場所 URL 

財務諸表
ホーム > 大学案内> 情報の公表 
> 財務情報 

http://www.corp.hyo-med.ac.jp/guide/ 
financial_statement/ 

学則
ホーム > 大学案内> 情報の公表 
> その他の情報 

兵庫医療大学学則
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/09/gakusoku_202004.pdf 
兵庫医療大学大学院学則
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-
content/uploads/2020/09/daigakuin_gakusoku_202004.pdf 

設置認可申請関係
ホーム > 大学案内> 情報の公表 

> その他の情報 

設置認可申請書大学
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2017/06/settininkasinseisyo.pdf 
設置認可申請書看護学研究科・医療科学研究科
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2017/06/application-guraduate.pdf 
設置認可申請書薬学研究科
https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2017/06/ 
application-guraduate-yaku.pdf 

大学評価認証評価、自
己点検・評価活動

ホーム > 大学案内> 情報の公表 

> その他の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/authentication 
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教育上の目的に応じ
学生が修得すべき知
識及び能力に関する
情報 

ホーム > 大学案内> 情報の公表 
> 修学上の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/publish 
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